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提
言
「
学
童
保
育
の
充
実
で

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
放
課

後
を
」

　
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
七
日
、
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
は
、「
学
童
保
育
の
充

実
で
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
放
課
後

を
〜
公
的
責
任
で
学
童
保
育
の
施
策

拡
充
を
求
め
る
提
言
〜
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
厚
生
労
働

省
に
届
け
た
ほ
か
、
衆
議
院
選
挙
を

前
に
、
国
会
に
議
席
を
持
つ
す
べ
て

の
政
党
・
会
派
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
提
言
は
、
大
き
く
二
点
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。

１　

国
や
市
町
村
の
基
準
を
順
守
し

て
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
」
に
も
と
づ
く
質
の
確
保
を

◆
子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
国
の
「
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
」
と
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
指
針
」
に
も
と
づ
く
、
学

童
保
育
の
「
全
国
的
な
一
定
水
準
の

質
」
を
確
保
で
き
る
仕
組
み
を
ま
ず

は
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

◆
そ
の
た
め
の
財
政
措
置
の
大
幅
増

額
、
国
の
負
担
割
合
の
か
さ
上
げ
な

ど
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
そ

の
責
任
を
果
た
す
た
め
、「
量
の
拡

充
と
質
の
向
上
」
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

２　

市
町
村
の
実
施
責
任
を
明
確
に

し
、
事
業
の
根
幹
を
担
う
専
門
性
を

持
っ
た
職
員
の
専
任
・
常
勤
・
複
数

体
制
の
実
現
を

◆
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
の
責
任

を
「
利
用
の
促
進
の
努
力
義
務
」
に

と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
市
町
村
に
実

施
責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

児
童
福
祉
法
に
改
定
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

◆
「
学
童
保
育
の
役
割
」
を
明
確
に

し
「
学
童
保
育
の
必
要
性
」
お
よ
び

「
待
機
児
童
」
の
定
義
を
明
確
に
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
保
育
を

安
定
的
に
継
続
し
て
運
営
す
る
た
め

に
、
事
業
の
根
幹
を
担
う
専
門
性
を

持
っ
た
職
員
の
「
専
任
・
常
勤
・
複

数
体
制
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。＊

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
こ
の
提
言
で
は
、
補
足
説
明
と
し

て
、
学
童
保
育
の
現
状
と
課
題
を
歴

史
的
な
経
過
も
含
め
て
記
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、「
児
童
福
祉
法

で
の
位
置
づ
け
」「
事
業
の
質
を
底

上
げ
し
た
国
の
基
準
と
『
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
』」「
市
町
村
・

学
童
保
育
現
場
に
お
け
る
地
域
格

差
」「『
全
児
童
対
策
事
業
』
へ
の
置

き
換
え
の
懸
念
」「
指
導
員
の
処
遇

改
善
が
進
ま
ず
、定
着
し
な
い
」「
量

の
拡
充
と
質
の
向
上
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
の
制
度
改
革
の
必
要

性
」「
事
業
の
根
幹
を
担
う
専
門
性

を
持
っ
た
職
員
の
専
任
・
常
勤
・
複

数
体
制
の
実
現
を
」の
七
項
目
で
す
。

　
一
〇
月
八
日
に
は
、
岸
田
文
雄
首

相
に
よ
る
所
信
表
明
演
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。経
済
政
策
に
つ
い
て
は「
成

長
戦
略
」「
分
配
戦
略
」
が
示
さ
れ

て
お
り
、「
分
配
戦
略
」
に
お
い
て
、

学
童
保
育
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　「
第
二
の
柱
は
、
中
間
層
の
拡
大
、

そ
し
て
少
子
化
対
策
で
す
。（
中
略
）

保
育
の
受
け
皿
整
備
、
幼
保
小
連
携

の
強
化
、
学
童
保
育
制
度
の
拡
充
や

利
用
環
境
の
整
備
な
ど
、
子
育
て
支

援
を
促
進
し
ま
す
。
こ
ど
も
目
線
で

の
行
政
の
在
り
方
を
検
討
し
、
実
現

し
て
い
き
ま
す
。
第
三
の
柱
は
、
看

護
、
介
護
、
保
育
な
ど
の
現
場
で
働

い
て
い
る
方
々
の
収
入
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
で
す
」

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
「
学
童
保

育
」
が
、
児
童
福
祉
法
に
位
置
づ
け

協
議
会
だ
よ
り
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ら
れ
、
国
や
自
治
体
の
基
準
に
も
と

づ
い
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、「
一

定
水
準
の
質
の
確
保
及
び
そ
の
向
上

を
図
る
」
た
め
に
国
が
示
し
た
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」
に
も

と
づ
い
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

を
指
す
の
か
否
か
、
ま
た
、「
拡
充
」

と
言
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
私
た

ち
が
め
ざ
し
て
き
た
方
向
へ
の
「
拡

充
」
な
の
か
、
た
し
か
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
地
域
で
政
党
・
議
員
の
皆
さ
ん
に

学
童
保
育
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
な
こ

と
も
含
め
、
全
国
的
な
課
題
と
地
域

特
性
・
情
報
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い

な
説
明
を
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
提
言
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
七
日
、

全
国
連
協
は
東
京
都
文
京
区
内
で

二
〇
二
一
年
度
（
二
〇
二
一
年
一
〇

月
か
ら
の
一
年
間
）
の
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
全
国
八
〇
地
点

以
上
を
結
び
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
の
活

動
報
告
、
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
会

計
監
査
報
告
を
受
け
た
後
、
い
ず

れ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
、「
学
童
保
育
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
題
」
を
確
認
し
、
今
年
度
の
活
動

方
針
（
本
誌
二
〇
二
二
年
一
月
号
に

掲
載
予
定
）
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
で
選
出
さ
れ
た
今
年
度
の
全

国
連
協
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

◆	

会
長
　
西
田
隆
良
（
埼
玉
・
保

護
者
・
再
）

◆	

副
会
長
　
出
射
雅
子
（
京
都
・

保
護
者
・
再
）、
小
野
さ
と
み
（
三

多
摩
・
指
導
員
・
再
）、
角
野
い

ず
み
（
岡
山
・
指
導
員
・
再
）、

嘉
村
祐
之
（
岩
手
・
指
導
員
・
再
）、

賀
屋
哲
男
（
愛
知
・
専
従
職
員
・

再
）、
川
崎
み
ゆ
き
（
大
阪
・
指

導
員
・
再
）、
木
村
美
登
里
（
神

奈
川
・
指
導
員
・
再
）、
佐
藤
正

美
（
埼
玉
・
指
導
員
・
再
）、
重

木
奈
穂
美
（
石
川
・
指
導
員
・
再
）、

戸
塚
丈
夫
（
三
多
摩
・
保
護
者
・

再
）、中
野
明
彦
（
奈
良
・
保
護
者
・

再
）、
平
野
良
徳
（
兵
庫
・
保
護

者
・
再
）、
山
崎
善
明
（
神
奈
川
・

保
護
者
・
再
）（
五
十
音
順
）

◆	

事
務
局
長
　
高
橋
誠
（
東
京
・

指
導
員
・
再
）

◆	

事
務
局
次
長
　
佐
藤
愛
子
（
職

員
・
再
）、
千
葉
智
生
（
職
員
・
再
）

　
第
56
回
全
国
学
童
保
育
研
究

集
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
（
以

下
、
全
国
研
。
主
催
・
全
国
学
童
保

育
連
絡
協
議
会
）
は
、
保
護
者
、
指

導
員
、
運
営
者
や
自
治
体
職
員
、
研

究
者
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
一
年

に
一
回
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
交
流

し
、
学
び
あ
う
研
究
集
会
で
す
。
全

国
研
で
得
ら
れ
る
〝
元
気
の
素
〟
が
、

学
童
保
育
の
内
容
や
施
策
を
改
善

す
る
力
の
源
に
も
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
山
形
で
開

催
を
予
定
し
て
い
た
第
55
回
全
国
研

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

拡
大
の
状
況
か
ら
、
や
む
な
く
中
止

と
し
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
開
催
の

第
56
回
の
集
会
は
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て

開
催
。
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
三
日

は
全
体
会
、
二
四
日
は
「
全
国
研
な

ら
で
は
」
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る

多
様
な
テ
ー
マ
の
分
科
会
を
実
施

し
、
全
国
各
地
か
ら
四
六
〇
〇
名
を

超
え
る
人
々
が
参
加
し
、
大
い
に
学

び
、
語
り
あ
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
各
地

の
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
関
係
者
が

企
画
・
準
備
に
携
わ
り
、
当
日
も
運

営
を
担
い
ま
し
た
。
二
日
間
の
模
様

は
、
本
誌
二
〇
二
二
年
二
月
号
に
掲

載
予
定
で
す
。


